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「
百
和
香
」
考

─
詩
歌
の
表
現
と
華
籠
と
の
関
係
─

柿
沼
　
紅
衣

は
じ
め
に

　

平
安
時
代
の
女
房
歌
人
私
家
集
の
中
に
、「
百
和
香
」
を
詠
ん
だ
釈
教
歌
が
散
見
さ
れ
る
。「
百
和
香
」
と
は
、
字
書
や
類
書
を
引
く
と
、
薫
物

（
練
香
）
の
一
種
と
し
て
挙
が
る
が
、
和
歌
の
内
容
を
吟
味
す
る
に
、
数
種
類
の
花
を
取
り
集
め
た
も
の
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
百

和
香
」
の
形
態
は
一
つ
で
は
な
く
、
同
じ
呼
称
で
あ
っ
て
も
、
薫
物
と
花
を
集
め
た
も
の
と
、
二
種
類
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
百
和
香
」
を
詠
ん
だ
和
歌
が
確
認
さ
れ
る
の
は
平
安
時
代
末
期
ま
で
で
あ
り
、
用
例
も
十
に
満
た
な
い
。
し
か
し
、『
古
今
集
』
物
名
部
に

「
百
和
香
」
の
題
が
採
ら
れ
た
こ
と
で
、
後
代
『
古
今
集
』
古
注
釈
は
こ
れ
を
様
々
に
言
い
伝
え
、
和
歌
史
上
注
意
さ
れ
続
け
た
。

　

主
要
な
古
注
釈
書
で
は
、
藤
原
為
氏
に
始
ま
る
二
条
家
流
以
降
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
先
に
述
べ
た
二
種
類
の
「
百
和
香
」
の

他
に
も
、
花
と
す
る
説
、
五
月
五
日
に
百
草
を
取
っ
て
合
わ
せ
る
と
い
う
説
、
秘
薬
と
す
る
説
、
法
会
の
際
に
花
弁
を
入
れ
る
籠
と
い
う
説
な

ど
、
様
々
に
伝
え
ら
れ
て
い
る(1)
。

　

現
在
は
、
和
歌
に
お
い
て
は
花
を
摘
み
合
わ
せ
た
も
の
と
解
釈
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
い
う
結
論
で
、
一
応
の
解
決
を
見
て
い
る
。
し
か
し
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こ
れ
ま
で
の
論
考
は
、「
百
和
香
」
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
和
歌
の
用
例
に
見
え
る
共
通
点
や
、
な
ぜ
花
を
集
め
た
も
の
を

「
百
和
香
」
と
呼
ぶ
の
か
と
い
う
点
ま
で
は
考
察
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
詠
者
に
女
房
歌
人
が
多
い
こ
と
と
、
釈
教
歌
が
詠
ま
れ
る
傾
向
に
あ
る

こ
と
は
、「
百
和
香
」
の
源
流
を
考
え
る
上
で
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、「
百
和
香
」
と
仏
教
思

想
の
関
係
を
探
り
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
薫
物
の
そ
れ
を
「
薫
百
和
香
」、
種
々
の
草
花
を
摘
み
集
め
た
も
の
を
「
摘
百
和
香
」
と
呼
び
分
け
る
こ
と
に
す

る
。

一
　「
薫
百
和
香
」
と
神
仙
思
想

「
薫
百
和
香
」
の
記
録
は
、
古
く
『
大
安
寺
伽
藍
縁
起
幷
流
記
資
財
帳
』
に
「
合
百
和
香
壱
丸
小　
仏
物
」
と
見
え
る
他(2)
、
藤
原
通
憲
（
信
西
）

男
で
院
政
期
の
天
台
僧
、
澄
憲
の
表
白
文
に
「
百
和
ノ
香
空
ヲ
指
テ
昇
シ
」
と
見
え
る(3)
。「
百
和
香
」
は
、
寺
院
や
法
会
で
必
要
と
さ
れ
た
、
名

香
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

薫
物
の
香
薬
・
調
合
方
法
等
の
伝
書
で
あ
る
『
薫
集
類
抄
』（
院
政
期
成
立
）、『
香
秘
書
』（
鎌
倉
期
か
）、『
薫
物
故
書
』（
南
北
朝
期
以
降
か
）

に
は
、「
百
和
香
」
の
材
料
が
載
録
さ
れ
る(4)
。『
薫
集
類
抄
』
と
『
薫
物
故
書
』
に
は
、「
化
度
寺
百
和
香
」
な
る
も
の
も
載
っ
て
い
る(5)
。

『
薫
集
類
抄
』
に
よ
る
と
、「
百
和
香
」
は
、「
沈
四
両
、
丁
子
二
両
、
甲
香
一
両
已
上
大
、
熟
欝
金
一
両
、
甘
松
一
両
已
上
小
」
と
五
種
の
香
薬
か
ら

成
り
、
伝
承
の
来
歴
は
「
寛
平
六
年
九
月
十
日
、
八
条
一
品
宮
於
二
御
前
一
写
給
百
和
香
方
也
。」、
寛
平
六
年
（
八
九
四
）
に
八
条
宮
本
康
親
王

（
仁
明
天
皇
皇
子
）
が
書
写
し
た
も
の
と
あ
る
。
ま
た
、「
亦
称
二
黒
方
一
。
是
誤
歟
。
亦
名
侍
従
。」
と
注
記
し
、「
百
和
香
」
が
「
黒
方
」（
こ
れ

は
誤
り
か
）
あ
る
い
は
「
侍
従
」
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る(6)
。「
侍
従
」
は
六
種
の
薫
物
に
挙
げ
ら
れ
る
、
代
表
的
な
薫
物
で
あ
る
。

『
薫
集
類
抄
』
に
あ
る
同
じ
く
八
条
宮
由
来
の
「
侍
従
」
の
処
方
は
、「
百
和
香
」
と
同
じ
で
あ
る
。

「
化
度
寺
百
和
香
」
は
、「
沈
六
斤
代
沈
底
、
薫
陸
二
斤
、
甲
香
七
両
、
香
附
子
三
両
、
丁
子
二
両
、
零
陵
四
両
、
藿
香
二
両
、
艾
納
一
両
代
青
木
香
、

麝
香
三
両
代
白
檀
、
蘇
合
七
両
或
三
両
」
の
十
種
か
ら
成
る
。『
薫
集
類
抄
』
に
は
他
に
も
化
度
寺
由
来
の
薫
物
の
製
法
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
の
ど
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れ
も
が
九
、
十
種
と
比
較
的
多
く
の
香
料
を
要
し
、
総
質
量
も
大
き
い(7)
。

　

辞
典
類
で
は
、
神
仙
説
話
が
引
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
日
本
最
古
の
類
書
で
あ
る
『
秘
府
略
』（
平
安
初
期
）
は
、「
錦
」
の
項
で
「
神
仙
伝

曰
、
淮
南
王
為
八
公
、
張
錦
綺
之
帳
、
燔
白

（
マ
マ
）和

之
香
」
と
引
く(8)
。
淮
南
王
（
劉
安
）
は
、
中
国
前
漢
時
代
武
帝
に
仕
え
た
人
物
で
、
出
典
の
『
神

仙
伝
』
に
は
、
謀
反
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
後
、
山
に
登
っ
て
仙
人
と
な
っ
た
伝
説
が
書
か
れ
る
。
こ
の
逸
話
の
中
で
、
劉
安
は
八
公
と
呼
ば
れ

る
八
人
の
道
術
の
士
を
迎
え
、「
百
和
之
香
」
を
焚
い
て
お
り
、
こ
れ
は
「
薫
百
和
香
」
で
あ
る
の
が
明
白
で
あ
る(9)
。

足
不
レ
履
跣
而
迎
、
登
二
思
仙
之
台
一
。
張
二
錦
帳
一
、
象
牀
、
焼
二
百
和
之
香
一
、
進
二
金
玉
之
几
一
、
執
二
弟
子
之
礼
一
。

（
足
に
履
か
ず
跣は

だ
しに

て
迎
へ
、
思
仙
の
台
に
登
ら
し
む
。
錦
の
帳
を
張
り
、
象
の
牀ゆ

か
に
、
百
和
の
香
を
焼
き
、
金
玉
の
几
を
進
め
、
弟
子
の

礼
を
執
る
。）

　

こ
の
『
神
仙
伝
』
の
故
事
は
、
二
十
巻
本
『
和
名
類
聚
抄
』
の
香
薬
部
（
巻
十
二
）
や
、
四
十
六
種
の
香
に
つ
い
て
効
能
等
を
説
明
し
た
『
香

字
抄
』（
院
政
期
成
立
か
）、
こ
れ
に
続
く
『
香
要
抄
』、『
香
薬
抄
』
に
も
抄
出
さ
れ
て
い
る
。

『
香
字
抄
』
は
さ
ら
に
、『
漢
武
帝
内
伝
』
の
、
武
帝
が
仙
女
西
王
母
を
迎
え
る
準
備
を
す
る
場
面
を
引
い
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、「
百
和
之
香
」

は
仙
人
を
迎
え
る
場
で
焚
か
れ
る
も
の
で
あ
る(10)
。

至
七
月
七
日
、
乃
修
除
宮
掖
之
内
、
設
座
殿
上
、
以
紫
羅
薦
地
、
燔
百
和
之
香
、
張
雲
錦
之
帳

（
七
月
七
日
に
至
り
、
乃
ち
宮
掖
の
内
を
修
除
し
、
座
を
殿
上
に
設
え
、
紫
羅
を
以
て
地
に
薦
き
、
百
和
の
香
を
燔
き
、
雲
錦
の
帳
を
張
る
）

　

西
王
母
は
、
武
帝
に
、
三
千
年
に
一
度
実
を
つ
け
る
仙
桃
を
与
え
た
こ
と
で
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
百
和
之
香
」
を
焚
く
こ
と

も
、
知
識
階
級
に
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
よ
っ
て
「
百
和
之
香
」
に
は
、
神
仙
の
イ
メ
ー
ジ
が
伴
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
神
仙
的
要
素
の
色
濃
い
漢
文
の
伝
記
「
浦
島
子
伝
」
に
も
引
き
継
が
れ
た
。
主
人
公
の
浦
島
子
が
仙
宮
に
入
っ
た
後
、
天

女
の
描
写
に
「
衣
香
馥
々
、
似
三
春
風
之
送
二
百
和
香
一
」
と
出
て
く
る
の
で
あ
る(11)
。「
浦
島
子
伝
」
は
後
に
『
古
事
談
』
に
収
め
ら
れ
た
。

　

こ
こ
ま
で
の
記
録
を
見
る
限
り
、「
百
和
香
」
は
、
あ
く
ま
で
各
種
の
原
料
を
混
合
し
た
薫
物
で
あ
り
、
神
仙
思
想
と
と
も
に
伝
わ
っ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
和
歌
に
詠
ま
れ
た
「
百
和
香
」
の
用
例
を
見
る
と
、
一
転
し
て
「
摘
百
和
香
」
の
形
態
が
姿
を
現
す
の
で
あ
る
。
次
に
、
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漢
詩
と
和
歌
に
お
け
る
「
百
和
香
」
の
用
例
を
検
討
し
、
そ
の
共
通
点
や
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
　
漢
詩
と
和
歌
に
お
け
る
「
百
和
香
」

　

ま
ず
漢
詩
に
お
い
て
「
百
和
香
」
は
、
前
項
で
考
察
し
た
通
り
、
各
種
香
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
「
薫
百
和
香
」
と
し
て
の
用
法
が
見
ら
れ
る

が(12)
、
特
に
馥
郁
と
し
た
花
の
香
り
の
喩
え
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
唐
代
で
は
、
杜
甫
に
（「
即
事
」）、

雷
声
忽
送
千
峰
雨　
　

雷
声
忽
ち
送
る
千
峰
の
雨

花
気
渾
如
百
和
香　
　

花
気
渾す

べ
て
百
和
香
の
如
し

と
見
え
る(13)
。
七
言
律
詩
の
う
ち
頷
聯
で
、「
百
和
香
」
が
「
千
峰
の
雨
」
と
対
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
花
の
香
り
を
薫
物
に
喩
え
て
表
現

し
て
い
る
。

　

白
居
易
（「
石
楠
樹
」）
に
も
、

春
芽
細
炷
千
燈
熖　
　

春
の
芽
は
細
く
千
燈
の
熖ほ

の
おを

炷た

く

夏
蘂
濃
焚
百
和
香　
　

夏
の
蘂
は
濃こ

ま
かに

百
和
香
を
焚
く

と
見
え(14)
、
頸
聯
で
、「
百
和
香
」
は
「
千
燈
の
熖
」
と
対
で
あ
る
。
こ
の
例
も
、
夏
に
花
々
が
濃
厚
に
香
る
様
子
を
、
薫
物
に
寄
せ
て
表
現
す
る
。

　

本
邦
で
は
、
醍
醐
天
皇
か
ら
村
上
天
皇
の
時
代
に
活
躍
し
た
、
学
者
で
漢
詩
人
の
大
江
朝
綱
（
八
八
六
〜
九
五
七
）
の
詩
文
に
、
い
く
つ
か
の

使
用
例
が
あ
る(15)
。

斜
扇
栴
檀
焼
暁
浪　
　

斜
に
栴
檀
を
扇
ぎ
て
は
暁
の
浪
を
焼
く

高
吹
百
和
染
春
雲　
　

高
く
百
和
を
吹
か
せ
て
は
春
の
雲
を
染
む

（『
類
聚
句
題
抄
』・
四
六
）

若
非
百
和
籠
中
出　
　

若
し
百
和
の
籠
の
中
よ
り
出
づ
る
に
非
ず
ん
ば

定
是
栴
檀
浪
底
沈　
　

定
め
て
是
れ
栴
檀
の
浪
の
底
に
沈
む
な
ら
ん
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（『
類
聚
句
題
抄
』・
二
五
四
・「
香
不
知
花
蕊
」）

　

ど
ち
ら
の
例
も
、「
百
和
」
が
「
栴
檀
」
と
対
に
な
っ
て
い
る
。
栴
檀
は
香
木
で
、
粉
末
に
し
て
練
香
の
材
料
に
も
な
る
。
朝
綱
は
「
薫
物
」

と
い
う
枠
組
み
で
、
こ
の
二
つ
を
対
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
染
む
」
や
「
籠
の
中
よ
り
出
づ
る
」
と
い
う
表
現
は
、
薫
物
の
香
り
が

広
が
る
様
子
を
言
う
。
つ
ま
り
、
先
に
見
た
唐
の
用
例
と
は
違
い
、「
百
和
」
は
花
の
香
り
の
喩
え
で
は
な
く
、
香
り
豊
か
な
薫
物
そ
の
も
の
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
漢
詩
に
お
け
る
「
百
和
香
」
の
形
態
は
あ
く
ま
で
「
薫
百
和
香
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
和
歌
で
は
、「
百
和
香
」
は
必
ず
「
花
」
と
セ
ッ
ト
で
現
れ
る
。
平
安
中
〜
末
期
の
私
家
集
の
、
詞
書
の
表
現
や
歌
の
内
容
を
検
討
す
る

と
、
ど
れ
も
「
摘
百
和
香
」
と
考
え
ら
れ
る
。

①
『
大
斎
院
御
集
』
＊
三
〇
は
『
後
拾
遺
集
』（
哀
傷
・
五
七
九
）
に
入
集

少
納
言
の
な
く
な
り
し
、
あ
は
れ
な
る
事
な
ど
人
〳
〵
い
ひ
て
、
百
わ
か
う
し
を
き
た
り
け
る
を
と
り
い
で
ゝ
、
せ
う
と
の
え
さ
う
に

つ
か
は
す

の
り
の
た
め
つ
み
た
る
は
な
を
か
ず
〳
〵
に
い
ま
は
こ
の
よ
の
か
た
み
に
ぞ
す
る
（
三
〇
）

返

も
ゝ
く
さ
の
か
た
み
の
は
な
を
と
め
を
き
て
い
か
に
は
ち
す
の
つ
ゆ
に
ぬ
る
ら
ん
（
三
一
）

②
『
伊
勢
大
輔
集
』
Ⅰ

院
の
御
堂
に
て
百
わ
か
う
つ
ま
れ
し
に
、
な
も
し
ら
ぬ
花
を
、
み
し
り
た
る
や
と
、
ゝ
は
せ
た
ま
ひ
し
に

衣
で
に
を
し
ひ
ら
き
て
を
み
そ
な
は
せ
た
う
め
う
に
さ
く
ほ
ふ
た
く
の
花
（
一
三
五
）

③
『
帥
大
納
言
母
集
』（『
経
信
卿
母
集
』）

百
和
香
ア
ツ
メ
テ
、
ウ
タ
ヨ
マ
ス
ル
人
ノ
、
ツ
チ
ハ
リ
ノ
花
ク
ハ
ヘ
ヨ
ト
イ
フ
ニ

イ
カ
デ
カ
ハ
ユ
キ
テ
オ
ル
ベ
キ
イ
ロ
〳
〵
ニ
ム
ラ
ゴ
ニ
ヽ
ホ
フ
ツ
チ
ハ
リ
ノ
ハ
ナ
（
一
〇
）
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ホ
ト
ケ
ノ
ツ
ヾ
リ
ト
イ
フ
花
ニ

ハ
ナ
ノ
サ
ク
ノ
ベ
ヲ
ゾ
ケ
フ
モ
タ
ヅ
ネ
ツ
ル
コ
レ
ヤ
ホ
ト
ケ
ノ
ツ
ヾ
リ
ナ
ル
ラ
ン
（
一
一
）

④
『
顕
綱
朝
臣
集
』

百
和
香
に
、
く
ら
ゝ
の
花
を
く
は
ふ
と
て
よ
め
る

ま
ど
は
す
な
く
ら
ゝ
の
は
な
の
く
ら
き
よ
に
わ
れ
も
た
な
び
け
も
え
ん
け
ぶ
り
に
（
三
三
）

⑤
『
殷
富
門
院
大
輔
集
』
Ⅰ

百
わ
か
う
の
花
を
、
人
〳
〵
よ
ま
れ
し
つ
い
で
に

う
ゑ
た
て
ゝ
い
ろ
に
も
し
ま
じ
あ
さ
な
〳
〵
つ
み
そ
し
な
は
ん
（
つ
み
う
し
な
は
ん
│
書
陵
部
本
）
く
れ
な
ゐ
の
花
（
二
九
八
）

あ
ひ
が
た
き
み
の
り
の
あ
み
に
い
ざ
ひ
か
ん
く
る
し
き
う
み
の
い
を
す
き
の
は
な
（
二
九
九
）

し
ら
つ
ゆ
を
た
ま
と
な
し
て
や
を
み
な
へ
し
ま
こ
と
の
み
ち
の
を
り
に
あ
ふ
ら
ん
（
三
〇
〇
）

⑥
『
隆
信
朝
臣
集
』
Ⅱ
・
物
名 

＊
⑤
『
殷
富
門
院
大
輔
集
』
と
同
時
の
詠(16)

殷
富
門
院
大
輔
、
人
〻
に
百
わ
か
う
の
花
の
名
を
、
法
文
に
よ
そ
へ
て
よ
ま
せ
侍
し
に

あ
り
と
て
も
有
に
も
あ
ら
ず
な
し
と
て
も
な
き
に
も
あ
ら
ぬ
世
に
こ
そ
有
け
れ
（
四
三
五
）

　

①
に
挙
げ
た
『
大
斎
院
御
集
』（
三
〇
・
三
一
）
詞
書
「
百
和
香
し
置
き
た
り
け
る
を
取
り
出
で
て
」
は
、
他
出
の
『
後
拾
遺
集
』
で
は
、「
お

き
た
り
け
る
百
和
香
を
、
ち
ひ
さ
き
こ
に
い
れ
て
」
と
な
っ
て
い
る(17)
。
薫
物
は
箱
や
香
壺
に
入
れ
ら
れ
て
贈
呈
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
、『
後

拾
遺
集
』
の
文
脈
で
は
、「
百
和
香
」
は
薫
物
だ
と
よ
り
違
和
感
な
く
読
め
て
し
ま
う
。
し
か
し
歌
の
内
容
を
見
る
に
、
こ
こ
で
は
色
々
な
種
類

の
花
を
集
め
た
「
摘
百
和
香
」
と
想
定
で
き
る
。『
大
斎
院
御
集
』
の
詞
書
に
「
百
和
香
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
百
和
香
」
は
こ
の
よ
う
に
「
す

る
」
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

『
大
斎
院
御
集
全
注
釈
』
は
、「
さ
ま
ざ
ま
の
花
を
混
ぜ
あ
わ
せ
て
あ
る
だ
け
で
、
練
り
あ
わ
せ
て
あ
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
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注
し(18)
、
久
保
木
哲
夫
氏
は
こ
れ
に
同
意
し
、「
百
和
香
」
を
「
和
製
ポ
プ
リ
」
と
表
現
し
た(19)
。
香
文
化
的
視
点
か
ら
も
、「
乾
燥
を
避
け
た
い
薫
物

を
籠
に
入
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
、「
薫
百
和
香
」
の
形
態
は
否
定
さ
れ
て
い
る(20)
。
結
句
「
か
た
み
に
ぞ
す
る
」
の
「
か
た
み
」
は
、「
形

見
」
と
「
筺か

た
み（

竹
で
編
ん
だ
籠
）」
の
掛
詞
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
「
摘
百
和
香
」
だ
か
ら
こ
そ
の
修
辞
と
言
え
よ
う
。

　

勅
撰
集
に
も
、『
古
今
集
』（
物
名
・
四
六
四
・
よ
み
人
知
ら
ず
）
に
、「
百
和
香
」
の
題
で
次
の
歌
が
入
集
す
る
。

花
ご
と
に
あ
か
ず
ち
ら
し
し
風
な
れ
ば
い
く
そ
ば
く
わ
が
う
し
と
か
は
思
ふ

　

傍
線
部
に
「
は
く
わ
か
う
（
百
和
香
）」
と
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
物
名
歌
の
眼
目
が
、
物
の
意
味
内
容
よ
り
も
題
を
上
手
く
詠
み
込
む
こ
と

に
あ
る
と
は
い
え
、
歌
の
内
容
が
「
百
和
香
」
と
全
く
関
係
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
こ
の
歌
は
晩
春
の
落
花
を
テ
ー
マ
と
す
る
の
で
、

「
摘
百
和
香
」
を
想
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

漢
詩
で
の
「
百
和
香
」
は
、「
薫
百
和
香
」、
あ
る
い
は
香
り
を
介
す
る
比
喩
で
あ
っ
た
。
一
方
和
歌
で
は
、
色
々
な
種
類
の
花
を
集
め
た
「
摘

百
和
香
」
が
専
ら
詠
ま
れ
て
い
た
。「
百
和
香
」
は
、
生
活
上
の
物
資
と
し
て
、
両
方
の
形
で
併
存
し
て
い
た
こ
と
に
も
な
る
が
、
和
歌
に
詠
ま

れ
た
の
が
「
摘
百
和
香
」
の
み
で
あ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
薫
物
は
、
物
に
よ
っ
て
は
「
梅
花
」
や
「
荷
葉
」
の
よ
う
に
名
称
が
あ
る
が
、
和
歌
で
は
た
だ
「
薫
物
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

個
々
の
香
り
に
差
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
違
い
を
重
点
的
に
詠
む
こ
と
も
な
い
の
で
、
薫
物
を
詠
む
和
歌
は
、
表
現
が
常
套
化
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

薫
物
の
和
歌
の
表
現
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
る
。
香
を
詠
む
も
の
と
、
煙
を
詠
む
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
、
例
え
ば
『
大
弐
高
遠
集
』

（
二
九
六
）
に
、「
う
つ
る
と
も
た
れ
か
と
が
め
む
た
き
も
の
ゝ
こ
の
か
ば
か
り
は
身
に
も
し
め
な
む
」
と
あ
る
。
他
に
も
、『
源
氏
物
語
』
梅
枝

巻
で
、
朝
顔
の
姫
君
が
依
頼
さ
れ
て
い
た
薫
物
を
贈
る
際
に
、「
花
の
香
は
散
り
に
し
枝
に
と
ま
ら
ね
ど
う
つ
ら
む
袖
に
あ
さ
く
し
ま
め
や
」
と

添
え
た
歌
が
あ
る
。

　

後
者
の
煙
を
詠
む
歌
は
、
早
く
『
古
今
和
歌
六
帖
』（
五
・
三
三
六
四
・
ひ
と
り
）
に
、「
た
き
も
の
の
こ
の
し
た
け
ぶ
り
ふ
す
ぶ
と
も
わ
れ
ひ

と
り
を
ば
し
な
す
ま
じ
や
は
」
が
あ
る
。『
四
条
宮
下
野
集
』（
一
七
）
に
は
、
薫
物
を
貰
っ
た
礼
と
し
て
、「
う
れ
し
さ
を
お
も
ひ
し
る
に
も
た
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き
も
の
ゝ
け
ぶ
り
ば
か
り
も
身
に
ぞ
し
み
ぬ
る
」
と
い
う
返
歌
が
あ
る
。『
大
和
物
語
』
一
三
五
段
の
、
藤
原
定
方
女
が
藤
原
兼
輔
に
贈
っ
た
、

「
た
き
物
の
く
ゆ
る
心
は
あ
り
し
か
ど
ひ
と
り
は
た
え
て
寝
ら
れ
ざ
り
け
り
」
の
よ
う
に
、
燻
る
想
い
の
比
喩
に
も
多
用
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
和
歌
で
薫
物
と
い
え
ば
、
香
を
詠
む
か
煙
を
詠
む
か
と
い
う
具
合
に
、
表
現
に
限
界
が
あ
っ
た
。「
う
つ
る
」「
染
む
」「
く
ゆ

る
」
な
ど
、
動
作
の
言
葉
は
豊
富
に
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
用
い
て
比
喩
表
現
に
繫
げ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
以
上
の
発
展
は
見
込
め
な
い
。

　

し
か
し
「
摘
百
和
香
」
の
場
合
、
花
を
集
め
る
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
が
詠
作
の
機
会
を
生
み
出
し
や
す
く
、
歌
題
や
歌
材
と
し
て
花
を
使
用

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
珍
し
い
花
が
用
い
ら
れ
た
場
合
は
、
物
名
歌
と
し
て
も
成
立
す
る
。
和
歌
に
多
く
「
摘
百
和
香
」
が
詠
ま
れ
る
の
は
、
そ

う
し
た
詠
み
易
さ
が
一
つ
の
要
因
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
家
集
の
「
摘
百
和
香
」
の
用
例
か
ら
は
、
詠
者
に
は
女
性
（
女
房
歌
人
）
が
多
い
こ
と
や
、
釈
教
歌
に
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
傾

向
も
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
第
四
項
で
考
察
す
る
。

三
　「
鷹
司
殿
倫
子
百
和
香
歌
合
」
に
関
す
る
考
察

「
百
和
香
」
の
名
を
冠
し
た
歌
合
に
、「
鷹
司
殿
倫
子
百
和
香
歌
合
」
が
あ
る
。
源
倫
子
は
藤
原
道
長
の
正
室
で
、
彰
子
、
頼
通
、
教
通
ら
を
産

み
、
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
に
准
三
宮
宣
下
を
受
け
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
歌
合
に
関
し
て
は
、
萩
谷
朴
氏
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
の
他(21)
、
神

津
眞
佐
子
氏
、
伊
井
春
樹
氏
に
も
詳
細
な
論
が
あ
る(22)
。
こ
こ
で
は
「
摘
百
和
香
」
の
性
質
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
こ
の
歌
合
の
意
味
を
考
え
た

い
。

　

伝
本
は
二
十
巻
本
『
類
聚
歌
合
』
と
伝
定
家
筆
本
の
二
本
あ
り
、
二
十
巻
本
の
本
文
は
、
現
存
す
る
断
簡
六
葉
か
ら
計
十
五
首
が
伝
わ
る
の

み
、
伝
定
家
筆
本
は
、
完
本
で
あ
る
。
後
か
ら
出
現
し
た
伝
定
家
筆
本
に
よ
っ
て
、
歌
合
の
全
容
が
十
題
十
番
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ど
ち
ら
も
歌
合
日
記
か
ら
始
ま
り
、
内
題
も
外
題
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
『
類
聚
歌
合
』
の
成
立
中
途
に
編
ま
れ
た
『
和
歌
合
抄
目

録
』
巻
四
に
「
源
倫
子
鷹
司
殿
歌
合　
十
番　

題
百
和
香
」
と
見
え
る
こ
と(23)
、
ま
た
、
他
出
の
『
夫
木
和
歌
抄
』（
春
六
・
躑
躅
・
二
二
二
四
）
の
詞
書
に

「
永
保
三
年
准
后
倫
子
家
侍
百
和
香
合
歌
」
と
あ
る
こ
と
か
ら(24)
、「
鷹
司
殿
倫
子
百
和
香
歌
合
」
と
統
一
し
て
称
さ
れ
て
い
る
。
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歌
合
日
記
は
、「
侍
所
之
人
々
百
和
香
進
ト
テ
、
左
右
方
別
、
読
集
歌
」（
二
十
巻
本
断
簡
）
と
あ
る
の
み
で
、
左
右
方
に
分
か
れ
た
歌
人
の
歌

が
一
番
か
ら
十
番
ま
で
続
く
。
詠
者
に
は
相
模
、
侍
従
乳
母
、
良
暹
法
師
と
い
っ
た
歌
人
が
お
り
、「
百
和
香
」
を
進
上
し
た
「
侍
所
之
人
々
」

と
、
和
歌
を
詠
進
し
た
歌
人
た
ち
は
、
別
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
侍
所
の
従
者
た
ち
が
倫
子
に
「
百
和
香
」
を
献
上
す
る
の
に

際
し
て
左
右
の
歌
人
が
選
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
題
が
与
え
ら
れ
て
、
詠
作
し
た
も
の
を
持
ち
寄
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
先
に
挙
げ
た
『
和
歌
合
抄
目

録
』
に
は
「
題
百
和
香
」
と
あ
っ
た
が
、
実
際
の
歌
合
の
題
は
順
番
に
、
①
梅
、
②
紅
梅
、
③
柳
、
④
石
柳
、
⑤
桜
、
⑥
菫
、
⑦
桃
花
、
⑧
款

冬
、
⑨
石
躑
躅
、
⑩
藤
花
と
、
春
の
植
物
で
あ
る
。
歌
の
内
容
も
そ
れ
ぞ
れ
題
に
即
し
た
も
の
で
、
薫
物
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。
先
行
研
究
も
、
侍
所
か
ら
進
上
さ
れ
た
「
百
和
香
」
は
、
薫
物
で
は
な
い
と
い
う
点
は
一
致
し
て
い
る
。

　

議
論
の
焦
点
は
、
題
の
十
種
の
草
花
の
方
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
草
花
は
勅
撰
集
春
部
の
花
の
配
列
に
近
く
、
献
上
さ
れ
た
「
摘
百
和
香
」

に
実
際
に
用
い
ら
れ
た
花
の
種
類
を
示
す(25)
、
と
い
っ
た
こ
と
や
、『
香
字
抄
（
下
）』
に
あ
る
草
花
の
一
覧
（
第
五
項
参
照
）
に
、
い
く
つ
か
共
通

す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(26)
。

　

萩
谷
氏
は
、
花
を
題
に
掲
げ
る
同
系
統
の
歌
合
に
「
近
江
御
息
所
歌
合
」
を
挙
げ
た
。
醍
醐
天
皇
更
衣
、
源
高
明
母
で
あ
る
源
周
子
主
催
の
歌

合
で
、
女
房
た
ち
の
撰
歌
合
（
と
い
っ
て
も
番
で
は
な
く
一
首
ず
つ
）
と
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
題
は
①
梅
、
②
柳
、
③
花
桜
、

④
樺か

に
は
ざ
く
ら

桜
、
⑤
楝あ

ふ
ち、

⑥
火
桜
の
花
、
⑦
庭
桜
、
⑧
梨
の
花
、
⑨
桃
の
花
、
⑩
石
躑
躅
、
⑪
梶
の
木
の
花
、
⑫
山
ぢ
さ
の
花
、
⑬
さ
る
と
り
の
花
、

⑭
楓
、
⑮
山
梨
の
花
、
⑯
石
柳
、
⑰
実
躑
躅
の
花
、
⑱
浮
草
、
⑲
山
吹
の
花
、
⑳
藤
の
花
で
あ
っ
て
、
傍
線
部
八
つ
の
題
が
「
鷹
司
殿
倫
子
百
和

香
歌
合
」
と
共
通
す
る
（
③
花
桜
は
「
桜
」
と
同
義
）。

「
近
江
御
息
所
歌
合
」
の
題
は
、
実
際
に
御
息
所
の
宮
に
植
え
ら
れ
て
い
た
植
物
か
ら
選
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、「
鷹
司
殿
倫
子
百
和

香
歌
合
」
の
場
合
も
、
同
じ
よ
う
に
鷹
司
殿
の
前
栽
な
ど
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
こ
れ
ら
の
歌
合
は
、
前
栽
歌
合
の

系
統
を
引
い
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

「
摘
百
和
香
」
は
様
々
な
草
花
を
摘
み
合
わ
せ
て
作
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
複
数
人
の
歌
人
が
各
々
の
詠
作
を
持
ち
寄
っ
て
、
一
つ
に
合

わ
せ
る
歌
合
の
構
造
と
等
し
い
。「
鷹
司
殿
倫
子
百
和
香
歌
合
」
の
狙
い
は
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
が
花
の
題
で
詠
ん
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だ
歌
を
歌
合
に
ま
と
め
る
こ
と
で
、
こ
こ
に
形
而
上
の
「
摘
百
和
香
」
が
完
成
す
る
わ
け
で
あ
る
。

四
　「
摘
百
和
香
」
と
仏
教
思
想
─
華
籠
の
影
響

　

先
に
、「
摘
百
和
香
」
を
詠
ん
だ
歌
は
、
女
房
詠
の
比
重
が
大
き
い
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
摘
百
和
香
」
が
儀
式
の
一
環
、
あ
る
い

は
一
種
の
調
度
と
し
て
、
生
活
圏
内
に
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
平
安
時
代
、
特
に
女
房
歌
人
が
主
流
と
し
た
の
は
、
題
詠
よ
り

も
、
日
常
的
な
当
意
即
妙
の
詠
だ
か
ら
で
あ
る
。「
摘
百
和
香
」
が
製
作
さ
れ
る
工
程
に
あ
る
「
花
摘
み
」
も
、
特
に
女
性
と
は
縁
が
深
い(27)
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
の
特
徴
に
、
釈
教
歌
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
第
二
項
②
に
挙
げ
た
『
伊
勢
大
輔
集
』（
Ⅰ
・
一
三
五
）

は
、
御
堂
に
て
上
東
門
院
彰
子
が
「
百
和
香
」
を
摘
ん
で
い
る
際
に
詠
ま
れ
、
歌
に
も
「
た
う
め
う
に
さ
く
ほ
ふ
た
く
の
花
」
と
あ
る
。
傍
線
部

の
「
塔
廟
」「
宝
鐸
」
は
、
ど
ち
ら
も
仏
堂
に
ま
つ
わ
る
用
語
で
あ
る(28)
。
他
の
用
例
で
も
、
仏
教
に
ま
つ
わ
る
歌
語
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

仮
に
「
薫
百
和
香
」
が
釈
教
歌
に
詠
ま
れ
て
い
た
場
合
、
名
香
・
仏
花
の
如
く
、
香
と
花
は
ど
ち
ら
も
仏
に
供
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

関
連
性
は
連
想
し
や
す
い
。
北
村
季
吟
の
『
八
代
集
抄
』
も
、『
後
拾
遺
集
』（
哀
傷
・
五
七
九
）
の
選
子
内
親
王
の
歌
を
、「
香
花
と
て
、
と
も

に
仏
に
供
ず
る
物
な
れ
ば
、
花
に
な
ぞ
ら
へ
て
か
く
よ
み
給
へ
る
な
る
べ
し
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
「
摘
百
和
香
」
の
慣
習
が
発
展
し
た

背
景
に
は
、
仏
教
的
儀
式
を
基
に
し
た
、
別
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

平
安
時
代
後
期
は
浄
土
信
仰
が
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
た
が
、
天
台
宗
の
『
法
華
経
』
も
崇
重
さ
れ
て
い
た
。「
朝
題
目
夕
念
仏
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
よ
う
に
、
天
台
宗
で
は
朝
に
「
法ほ

っ
け華

懺せ
ん
ぼ
う法

」（『
法
華
経
』
を
読
誦
す
る
）、
夕
に
「
例
時
作
法
」（『
阿
弥
陀
経
』
を
読
誦
す
る
）
を
行

う
の
が
対
の
勤
行
で
、
こ
れ
ら
は
顕
教
法
要
の
中
心
で
あ
っ
た
。
上
流
貴
族
の
間
で
は
、
法
華
八
講
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
法
会
で
行
わ
れ
る
法
要
に
、「
散
華
」
が
あ
る
。
本
格
的
な
読
経
が
始
ま
る
前
の
導
入
に
行
わ
れ
、
花
を
散
ら
し
て
仏
を
供

養
す
る
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
生
花
で
あ
っ
た
が
、
日
本
で
は
蓮
華
の
花
び
ら
を
か
た
ど
っ
た
紙
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
狭
衣
物
語
』

巻
三
に
、
嵯
峨
院
の
法
華
曼
陀
羅
供
養
と
、
そ
れ
に
続
く
法
華
八
講
の
場
面
が
あ
る
。
傍
線
部
が
、
散
華
の
描
写
で
あ
る
。

十
方
供
の
折
は
、
蓮
の
花
、
色
々
散
り
紛
ひ
た
る
に
、
名
香
の
薫
り
合
ひ
た
る
は
、
極
楽
も
か
く
こ
そ
は
と
推
し
量
ら
る
。
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こ
の
よ
う
に
会
場
が
飾
ら
れ
、
さ
ら
に
名
香
が
焚
か
れ
る
こ
と
で
、
人
々
は
浄
土
の
様

子
を
想
像
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

散
華
す
る
花
を
盛
る
容
器
を
、
華
籠
（
華
皿
）
と
言
う
。
も
と
は
貴
人
の
来
訪
に
際
し

て
花
を
盛
る
道
具
で
あ
っ
た
が
、
中
古
以
来
、
散
華
の
道
具
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
古
く
は
実
用
性
が
重
視
さ
れ
簡
素
な
作
り
だ
が
、
段
々
と
装
飾
性
が
高
く
な
っ
て

い
く
。
奈
良
時
代
の
品
と
し
て
、
正
倉
院
宝
物
に
、
竹
の
薄
板
を
編
ん
で
作
ら
れ
た
華
籠

が
保
存
さ
れ
て
い
る
（
図
1
）。
美
術
的
な
装
飾
は
な
く
、
簡
素
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

平
安
時
代
の
品
と
し
て
は
、
藤
田
美
術
館
（
大
阪
府
）
に
十
二
枚
の
「
綾あ

や

張ば
り

竹た
け

華け

籠こ

」

（
重
要
文
化
財
）
が
存
す
る
（
図
2
）。
細
い
竹
で
編
ま
れ
た
籠
が
二
つ
重
ね
ら
れ
た
も
の

で
、
表
面
に
は
蓮
弁
の
文
様
の
綾
絹
が
張
ら
れ
、
持
ち
上
げ
た
時
に
垂
れ
下
が
る
よ
う
な

紐
の
装
飾
も
あ
り
、
見
た
目
に
も
美
し
い
。

　

散
華
の
花
は
仏
に
供
養
す
る
も
の
で
、
蓮
弁
を
模
し
た
紙
片
は
、
華
籠
に
盛
ら
れ
て
い

た
。
貴
族
た
ち
は
こ
れ
に
倣
っ
て
、
花
を
取
り
集
め
て
容
器
に
入
れ
る
「
摘
百
和
香
」
を

製
作
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
当
時
、
花
摘
み
や
若
菜
摘
み
の
際
に
は
、
籠
（
花は

な

籠が
た
み）

が
使
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
こ
に
華
籠
を
基
に
し
た
仏
教
思
想
が
重
ね
ら
れ
た
と
見
て

も
、
不
自
然
で
は
な
い
。

『
古
今
集
』
古
注
釈
書
の
中
に
も
、「
百
和
香
」
を
そ
の
よ
う
に
解
す
る
も
の
が
い
く
つ

か
あ
る
。
神
宮
文
庫
本
『
古
歌
抄
』
に
は
、「
法
事
ノ
時
、
花
ビ
ラ
入
ル
籠
ノ
、
ウ
ツ
ク

シ
ク
ア
ル
ニ
に
な
む

（
マ
マ
）す

び
た
る
物
の
秘
名
也
」
と
あ
り
、『
古
今
伝
受
抜
書
』
に
は
、「
是

は
法
事
の
時
、
花
を
入
る
篭
也
、
赤
き
房
を
結
ひ
下
た
る
篭
也
」
と
あ
る(29)
。『
大
斎
院
御

図1　花籠　正倉院宝物図2　重文　綾張竹華籠　藤田美術館蔵
 画像提供　奈良国立博物館
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集
』（
三
〇
）
の
「
の
り
の
た
め
つ
み
た
る
は
な
を
か
ず
〳
〵
に
い
ま
は
こ
の
よ
の
か
た
み
に
ぞ
す
る
」
に
見
ら
れ
る
、「
形
見
」
と
「
筺
（
竹
で

編
ん
だ
籠
）」
の
掛
詞
も
、
よ
り
実
景
的
な
意
味
を
帯
び
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

五
　『
香
字
抄
』
所
収
『
百
種
和
香
花
日
記
』
再
考

「
百
和
香
」
に
は
「
薫
百
和
香
」
と
「
摘
百
和
香
」
の
二
形
態
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、「
摘
百
和
香
」
に
香
料
を
加
え
た
、
現
代
で
言

う
と
こ
ろ
の
ポ
プ
リ
（
ド
ラ
イ
ポ
プ
リ
）
に
あ
た
る
も
の
か
と
い
う
指
摘
も
あ
る(30)
。
現
代
の
ド
ラ
イ
ポ
プ
リ
は
、
乾
燥
後
も
香
り
が
強
く
残
る
草

花
や
、
色
鮮
や
か
な
花
や
木
の
実
な
ど
を
集
め
、
香
油
を
混
ぜ
て
作
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
こ
う
し
た
も
の
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
香
油

で
は
な
く
、
香
木
や
そ
の
他
の
香
料
を
用
い
た
は
ず
で
あ
る
。
先
行
研
究
が
手
掛
か
り
と
し
た
の
は
、
続
群
書
類
従
本
『
香
字
抄
』
に
記
さ
れ

た
、『
百
種
和
香
花
日
記
』
と
い
う
記
事
で
あ
る
。

『
香
字
抄
』
は
、
主
に
密
教
の
修
法
に
必
要
な
香
薬
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
説
明
し
た
類
書
で
あ
る
。「
薫
百
和
香
」
の
説
明
、
お
よ
び
『
神
仙

伝
』・『
漢
武
帝
内
伝
』
の
説
話
が
載
る
書
物
と
し
て
、
第
一
項
で
触
れ
た
。
伝
本
は
大
き
く
三
巻
本
と
二
巻
本
と
が
あ
る
が
、
内
容
に
大
き
な
差

は
な
い
。
三
巻
本
は
高
山
寺
旧
蔵
本
（
上
巻
は
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
、
下
巻
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
『
薬
字
抄
』、
中
巻
欠
）
と
石
山
寺

本
が
知
ら
れ
、
二
巻
本
は
猪
熊
本
（
武
田
科
学
振
興
財
団
蔵
本
、
上
巻
存
）
と
続
群
書
類
従
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
内
、
続
群
書
類
従
本
系
統
は
、『
香
字
抄
』
二
巻
分
の
内
容
の
他
に
、『
香
字
抄
（
下
）』（
続
群
書
類
従
「
裏
書
」）
な
る
一
冊
を
追
加
し

た
三
冊
本
で
伝
わ
る
。『
群
書
解
題
』
は
「
裏
書
は
後
世
の
も
の
で
原
文
と
は
関
係
が
な
い
」
と
す
る
が
、
巻
子
で
伝
わ
っ
た
伝
本
の
紙
背
本
文

が
収
録
さ
れ
た
一
冊
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。『
百
種
和
香
花
日
記
』
は
、
こ
の
『
香
字
抄
（
下
）』
内
の
「
百
和
香
」
の
項
に
見
え
る
。

以
下
に
省
略
し
つ
つ
引
用
す
る(31)
。

不
動
使
者
陀
羅
尼
秘
密
法
云
、
復
次
取
百
草
花
、
和
蘇
酪
蜜
、
一
咒
一
焼
、
御
求
衣
服
如
此
花
色
、
皆
得
称
意

旧
訳
仁
王
経
下
云
、
百
師
子
孔
高
座
前
○
焼
百
和
香

或
尼
公
本
云　
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百
種
和
香
花
日
記

正
月　

ビ
ワ
ノ
ハ
ナ　

ム
メ
ノ
ハ
ナ　

…
（
中
略
）

　

以
下
、
一
月
か
ら
九
月
ま
で
各
月
ご
と
に
、
計
百
八
の
草
花
の
名
を
列
挙
す
る
。
一
月
は
二
種
、
二
月
は
六
種
と
、
月
ご
と
に
数
は
異
な
る
。

九
月
の
後
に
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

此
外
ニ（

欠
）沈

、
麝
香
、
蘇
芳
、
赤
木
、
丁
子
、
エ
ビ
、
紫
檀
、
白
檀
、
可
加
之

此
花
ツ
マ
ム
ト
キ
ハ
精
進
ニ
テ
ツ
ム
ベ
シ
、
又
自
ラ
モ
ツ
ミ
、
人
シ
テ
モ
ツ
マ
セ
ヨ
、
ツ
マ
ム
時
ニ
ハ
南
無
阿
弥
陀
仏
ト
百
反
可
唱
云
々
、

心
ユ（

マ
）サ

ル
ヒ
ト
モ
、
ヒ
ト
フ（

ツ
）サ

ツ
ミ
テ
、
ヒ
ト
ノ
ツ
マ
ム
ニ
ク
ワ
ウ
レ
バ
、
決
定
生

（
マ
マ
）極

楽
世
界
云
々

『
香
字
抄
（
下
）』
で
は
新
た
に
、『
不
動
使
者
陀
羅
尼
秘
密
法
』、『
旧
訳
仁
王
経
』、『
百
種
和
香
花
日
記
』
の
三
つ
が
、「
百
和
香
」
に
関
連
す

る
伝
承
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。『
百
種
和
香
花
日
記
』
の
傍
線
部
に
は
、
先
に
挙
げ
た
月
ご
と
の
数
々
の
花
の
他
に
、
沈
、
麝
香
、
丁
子
と
い
っ

た
香
木
・
香
料
を
加
え
よ
と
あ
る
。
ま
た
、
花
を
摘
む
際
は
念
仏
を
繰
り
返
し
唱
え
る
よ
う
に
と
も
言
い
、
浄
土
信
仰
の
様
子
が
顕
著
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
記
事
と
「
百
和
香
」
を
結
び
付
け
て
考
え
る
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
『
百
種
和
香
花
日
記
』
は
続
群
書
類
従
本

系
統
に
し
か
見
え
ず
、「
或
尼
公
本
云
」
と
は
あ
っ
て
も
、
誰
の
記
述
を
引
い
た
も
の
な
の
か
全
く
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
本
文
中
に
「
百
和
香
」

の
名
称
が
出
て
こ
な
い
た
め
、
結
局
ど
の
部
分
が
「
百
和
香
」
を
指
す
の
か
曖
昧
で
あ
る
（
こ
の
点
は
『
不
動
使
者
陀
羅
尼
秘
密
法
』
も
同
様
）。

草
花
に
香
木
や
香
料
を
た
だ
足
し
た
も
の
を
「
百
和
香
」
と
見
な
す
の
か
、
香
料
は
粉
末
状
に
加
工
し
た
も
の
を
指
す
の
か
、
そ
の
場
合
最
終
的

に
は
練
香
を
作
る
の
か
な
ど
、
疑
問
が
残
る
。

　

例
え
ば
、
薫
物
と
花
を
合
わ
せ
て
用
い
る
と
い
う
点
で
は
、
そ
の
様
子
を
『
今
昔
物
語
集
』
本
朝
仏
法
部
に
求
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
ど
ち
ら
の

例
も
、
一
種
類
の
花
を
練
香
に
添
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

花
散
ル
時
ニ
成
ヌ
レ
バ
、
木
ノ
下
ニ
落
タ
ル
花
ヲ
拾
ヒ
集
テ
、
塗
タ
ル
物
ノ
蓋
ニ
入
テ
、
程ほ

ド
過
ル
マ
デ
匂
ヲ
愛
ス
。
風
吹
ク
日
ハ
、
木
ノ

下
ニ
畳
ヲ
敷
テ
、
花
ヲ
外ほ

か
ニ
不ち

ら
さ散

ズ
シ
テ
取
リ
集
メ
テ
置
ク
。
切
ナ
ル
思
ヒ
ニ
ハ
、
花
枯
ヌ
レ
バ
取
集
テ
薫

た
き
も
のニ

交
ゼ
テ
匂
ヲ
取
レ
リ
。
其

ノ
中
ニ
モ
、
小
キ
木
ヲ
殖う

ゑ
テ
、
此
レ
ガ
花
栄さ

き
タ
ル
ヲ
見
テ
、
他
ノ
事
無
ク
興
ジ
ケ
リ
。



─ 14─ （247）

（
巻
十
三
・
第
四
十
三
「
女を

む
な
ご子

、
死

し
に
て
へ
み
の
み
を
う
け

受
蛇
身
、
聞

ほ
く
ゑ
を
と
く
を
き
き
て
と
く
だ
つ
せ
る
こ
と

説
法
花
得
脱
語
」）

　

右
は
、
死
後
蛇
の
姿
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
娘
が
、『
法
華
経
』
第
五
巻
の
講
義
を
聞
い
て
、
解
脱
が
叶
う
と
い
う
話
で
あ
る
。
娘
は
生
前
、
異

様
な
ま
で
に
紅
梅
を
愛
で
て
お
り
、
傍
線
部
で
は
、
枯
れ
た
花
弁
を
薫
物
に
混
ぜ
合
わ
せ
て
焚
く
こ
と
で
香
り
を
楽
し
ん
で
い
る
。

其
ノ
仏
事
ヲ
勤
ケ
ル
様
ニ
、
常
ニ
香
ヲ
買か

ひ
キ
、
其
ノ
郡
ノ
内
ノ
諸

も
ろ
も
ろノ

寺
ニ
持も

て
ま
ゐ
り参テ

、
仏
ニ
供
養
シ
奉
ケ
リ
。
亦
、
春
秋
ニ
随
テ
野
ニ
出
デ
山

ニ
行
テ
、
時
ノ
花
ヲ
折
テ
、
其
ノ
香
ニ
加
ヘ
テ
仏
ニ
供
養
シ
奉
ケ
リ
。（

巻
十
五
・
第
五
十
一
「
伊い

せ
の勢

国く
に
の

飯い
ひ
た
か
の
こ
ほ
り
の
お
い
た
る
お
う
な

高
郡
老
嫗
、
往

わ
う
じ
や
う
せ
る
こ
と

生
語
」）

　

右
に
挙
げ
た
も
う
一
方
の
例
で
は
、
仏
に
薫
物
を
奉
納
す
る
老
婆
が
、
特
に
春
と
秋
に
は
野
山
で
季
節
の
花
を
折
り
、
香
に
加
え
て
い
る(32)
。

「
薫
百
和
香
」
や
「
摘
百
和
香
」
以
外
に
も
、
こ
れ
ら
と
似
た
よ
う
な
趣
向
の
も
の
を
「
百
和
香
」
と
呼
び
表
し
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ

る
が
、『
香
字
抄
（
下
）』
の
記
述
を
ど
こ
ま
で
信
頼
す
る
か
は
、
慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
平
安
和
歌
に
お
け
る
「
百
和
香
」
の
実
態
を

探
る
の
に
最
も
有
効
な
一
次
資
料
は
、
や
は
り
そ
の
時
代
の
歌
集
の
詞
書
、
そ
し
て
和
歌
本
文
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

「
百
和
香
」
は
薫
物
と
し
て
伝
わ
り
、
古
代
中
国
の
説
話
に
よ
る
神
仙
的
な
印
象
と
と
も
に
享
受
さ
れ
た
。
唐
代
の
漢
詩
に
は
、
花
の
香
り
の

喩
え
に
用
い
た
例
も
あ
る
。
し
か
し
日
本
の
詩
歌
に
お
い
て
は
独
自
の
発
展
を
遂
げ
、
漢
詩
で
は
あ
く
ま
で
芳
し
い
薫
物
の
「
百
和
香
」
が
、
和

歌
で
は
数
々
の
草
花
を
摘
み
合
わ
せ
た
「
百
和
香
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
詠
ま
れ
た
。

　

薫
物
を
詠
む
和
歌
は
、
表
現
が
す
で
に
決
ま
り
切
っ
た
限
定
的
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
、「
薫
百
和
香
」
の
例
は
、
そ
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
摘
百
和
香
」
は
対
照
的
に
、
詠
作
の
機
会
を
発
生
さ
せ
や
す
く
、
和
歌
の
表
現
の
自
由
度
も
高
い
た
め
、
和
歌
に
詠
ま

れ
や
す
か
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
「
鷹
司
殿
倫
子
百
和
香
歌
合
」
も
、
種
々
の
草
花
を
一
つ
に
集
め
た
「
摘
百
和
香
」
の
形
態
と

歌
合
の
構
造
を
関
連
付
け
て
考
え
る
こ
と
で
、
単
な
る
物
合
以
上
の
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
摘
百
和
香
」
の
用
例
の
特
徴
は
、
詠
者
に
女
性
が
目
立
つ
こ
と
と
、
仏
教
に
ま
つ
わ
る
歌
語
を
含
ん
だ
、
釈
教
歌
に
詠
ま
れ
や
す
い
と
い
う



─ 15─（246）

こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
背
景
に
、
仏
教
の
法
要
の
一
種
で
あ
る
「
散
華
」
と
、
そ
れ
に
用
い
ら
れ
た
「
華
籠
」
の
影
響
が
あ
る
と
指
摘

し
た
。『
古
今
集
』
古
注
釈
の
中
に
も
、「
百
和
香
」
を
、
法
会
の
際
に
花
弁
を
入
れ
る
籠
と
注
す
る
も
の
が
あ
り
、
華
籠
の
特
徴
と
一
致
す
る
。

華
籠
を
模
し
た
花
の
籠
が
、「
百
和
香
」
の
名
で
貴
族
階
級
の
生
活
圏
内
に
浸
透
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
和
歌
に
詠
ま
れ
る
機
会
が
多
か
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
摘
百
和
香
」
は
、
女
房
と
そ
の
主
人
が
仏
教
思
想
の
も
と
に
行
っ
た
、
平
安
時
代
の
花
摘
み
の
習
慣
の
一
様
相
を
伝
え
て
い
る
。
正
月
の
若

菜
摘
み
、
端
午
節
会
の
薬
玉
作
り
の
よ
う
に
、
年
中
行
事
と
し
て
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
時
代
の
貴
族
階
級
の
間
で
、
一
時
的
な
流

行
を
見
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
単
な
る
花
摘
み
の
延
長
で
は
な
く
、
和
歌
文
学
と
深
く
関
連
し
つ
つ
発
展
し
た
こ
と
は
、
私
家
集
の
記
録
性

の
再
評
価
、
延
い
て
は
平
安
時
代
の
風
俗
・
慣
習
の
史
料
と
し
て
も
っ
と
活
用
す
べ
き
こ
と
を
、
再
認
識
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

【
附
記
】
引
用
し
た
本
文
・
歌
番
号
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
家
集
は
『
新
編
私
家
集
大
成
』、
撰
集
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
っ
た
。
私

に
濁
点
・
句
読
点
を
付
し
た
。『
源
氏
物
語
』・『
大
和
物
語
』・『
狭
衣
物
語
』
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』、『
今
昔
物
語
集
』
は
『
新
日

本
古
典
文
学
大
系
』
に
拠
っ
た
。

注（1）	

『
教
長
注
』
…
恋
一
・
四
七
九
の
注
に
「
ム
カ
シ
ハ
百
和
香
ヲ
ツ
ネ
ニ
ツ
ミ
ケ
リ
」（『
顕
昭
注
』
は
こ
れ
を
引
く
）。
毘
沙
門
堂
本
『
古
今
集
註
』
…

「
百
和
香
ト
云
者
、
醫
道
ノ
秘
薬
也
。
五
月
五
日
ノ
午
時
ニ
一
町
ガ
内
ニ
テ
、
百
草
ヲ
取
テ
百
日
之
間
カ
ゲ
ホ
シ
テ
、
午
日
ノ
午
時
、
焼
テ
ア
マ
ヅ
ラ

ニ
テ
合
薬
シ
テ
丸
ジ
タ
ル
者
也
。
除
死
丸
ト
モ
云
、
不
死
薬
ト
モ
云
也
。
万
病
薬
也
」。
一
条
兼
良
『
古
今
集
童
蒙
抄
』
…
「
香
の
名
也
」。
飛
鳥
井
雅

親
『
古
今
栄
雅
抄
』
…
「
五
月
五
日
に
、
百
草
を
と
り
て
合
す
る
香
也
」。
常
光
院
流
堯
憲
『
和
歌
深
秘
抄
』
…
「
せ
ん
ぼ
う
の
時
花
び
ら
を
入
て
も
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ち
候
、
籠
の
装
束
の
名
と
い
へ
り
、
又
合
香
と
い
ふ
人
あ
り
、
い
づ
れ
を
是
と
す
べ
き
に
や
、
是
又
不
詳
」。
東
常
縁
『
両
度
聞
書
』
…
「
あ
は
せ
た

き
も
の
ゝ
名
也
」。
三
条
西
実
枝
『
伝
心
抄
』
…
「
ア
ハ
セ
タ
キ
物
ノ
名
也
。
カ
ン
ノ
ブ
帝
ノ
時
ニ
、
天
笠
月
氏
国
ヨ
リ
進
上
シ
タ
ル
ガ
初
也
」。
北
村

季
吟
『
八
代
集
抄
』
…
「
五
月
五
日
に
百
草
を
取
て
合
す
る
香
也
」。

（2） 

『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
2
。
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
二
月
十
一
日
。

（3） 

『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
文
書
19
、
醍
醐
寺
文
書
16
。
安
元
三
年
（
一
一
七
七
）。「
澄
憲
表
白
集
」。

（4） 

各
伝
書
に
つ
い
て
、
田
中
圭
子
『
薫
集
類
抄
の
研
究　

附
・
薫
物
資
料
集
成
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
二
年
）
に
、
翻
刻
と
詳
細
な
解
題
が
あ
る
。

各
伝
書
の
引
用
本
文
は
こ
れ
に
拠
っ
た
。

（5） 

化
度
寺
は
、
長
安
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
真
寂
寺
の
、
唐
代
に
改
号
し
た
後
の
名
称
。

（6） 

『
香
秘
書
』
に
は
「
百
和
香
字
侍
従
」
と
あ
る
。
ま
た
、
来
歴
を
「
仁
和
元
年
三
月
四
日
抄
二
之
一
云
々
」
と
す
る
。
仁
和
元
年
（
八
八
五
）
は
『
薫
集
類

抄
』
が
伝
え
る
寛
平
六
年
よ
り
少
し
時
代
を
遡
る
。

（7） 

こ
れ
は
仏
菩
薩
の
供
養
の
た
め
に
、
多
く
の
人
が
薫
物
を
必
要
と
し
た
か
ら
だ
と
考
察
さ
れ
て
い
る
（
田
中
氏
、
注
4
前
掲
書
）。

（8） 

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
編
『
秘
府
略　

巻
八
百
六
十
八
附
巻
八
百
六
十
四
』（
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
13
、
八
木
書
店
、
一
九
九
七
年
）。
巻
八
六
八
、

布
帛
部
三
。

（9） 

『
増
訂
漢
魏
叢
書
』（
別
史
第
32
冊
）
所
収
『
神
仙
伝
』
巻
四
「
劉
安
」。

（10） 

『
漢
武
帝
内
傳　

附
外
傳
逸
文
校
勘
記
』（『
守
山
閣
叢
書
』
所
収
）。

（11） 

テ
キ
ス
ト
は
群
書
類
従
本
『
続
浦
島
子
伝
記
』。『
古
事
談
』「
浦
島
子
伝
」
の
後
半
（
当
該
部
分
）
は
『
扶
桑
略
記
』
を
典
拠
と
し
、『
扶
桑
略
記
』
の

こ
の
部
分
（「
続
浦
島
子
伝
」
あ
る
い
は
「
続
伝
略
抄
」
を
典
拠
と
し
た
と
あ
る
）
の
本
文
に
近
い
の
は
、
群
書
類
従
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

『
扶
桑
略
記
』（
第
二
・
雄
略
天
皇
廿
二
年
七
月
条
）
に
は
「
似
三
春
風
之
送
二
百
花
香
一
」
と
あ
る
が
、
意
味
上
「
百
和
香
」
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

（12） 

例
え
ば
、
南
朝
梁
の
何
遜
（「
詠
七
夕
」）
に
は
、

月
映
九
微
火　
　

月
は
九
微
の
火
に
映
じ

風
吹
百
和
香　
　

風
は
百
和
の
香
を
吹
く

と
見
え
る
（『
玉
台
新
詠
』
巻
五
、『
藝
文
類
聚
』
巻
四
、『
初
学
記
』
巻
四
所
収
）。
七
夕
と
「
百
和
香
」
の
組
み
合
わ
せ
は
、
先
に
述
べ
た
『
漢
武
帝

内
伝
』
が
本
説
と
考
え
ら
れ
る
。「
九
微
の
火
」
と
「
百
和
の
香
」
と
が
対
句
を
構
成
し
て
い
る
。

（13） 

下
定
雅
弘
・
松
原
朗
編
『
杜
甫
全
詩
訳
注
（
四
）』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
六
年
）。
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（14） 

下
定
雅
弘
・
神
鷹
徳
治
編
『
宮
内
庁
所
蔵 

那
波
本 

白
氏
文
集 

一
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）。

（15） 
本
間
洋
一
『
類
聚
句
題
抄
全
注
釈
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）。
他
に
も
、「
染
紅
袖
於
百
和
、
猶
耽
芬
馥
（
紅
袖
を
百
和
に
染
め
、
猶
ほ
芬
馥
に

耽
る
）」（『
本
朝
文
粋
』
巻
一
・「
男
女
婚
姻
賦
」）
と
い
う
例
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
「
百
和
」
は
薫
物
で
あ
る
。

（16） 

『
隆
信
朝
臣
集
』（
Ⅱ
・
物
名
）
に
は
、
こ
こ
に
挙
げ
た
四
三
五
以
降
も
、
花
の
名
前
が
題
の
歌
が
続
く
。

　
　

は
ゝ
こ

さ
と
ら
ば
や
み
の
り
に
と
け
る
こ
と
の
は
ゝ
こ
の
よ
を
う
し
と
を
し
へ
け
り
と
も
（
四
三
六
）

　
　

き
く

こ
の
よ
に
て
き
く
に
つ
け
て
も
思
ひ
や
る
法
の
に
は
な
る
花
の
に
ほ
ひ
を
（
四
三
七
）

　
　

し
ふ
れ

の
り
に
と
く
こ
と
の
は
ご
と
に
を
し
ふ
れ
ど
猶
は
か
な
き
は
心
な
り
け
り
（
四
三
八
）

　
　

く
た
に

消
は
て
む
わ
が
身
の
す
ゑ
を
い
か
に
せ
む
き
く
だ
に
か
な
し
あ
な
う
よ
の
な
か
（
四
三
九
）

　
「
ハ
ハ
コ
（
母
子
）」
は
、
春
の
七
草
に
も
数
え
ら
れ
る
キ
ク
科
の
ゴ
ギ
ョ
ウ
の
こ
と
、「
ク
タ
ニ
（
苦
胆
・
木
丹
）」
は
、
ボ
タ
ン
、
リ
ン
ド
ウ
、
ク

チ
ナ
シ
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
。
歌
の
内
容
は
四
三
五
詞
書
に
あ
る
通
り
、
法
文
に
寄
せ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

（17） 

哀
傷
・
五
七
九
。

少
納
言
な
く
な
り
て
、
あ
は
れ
な
る
こ
と
な
ど
な
げ
き
つ
つ
、
お
き
た
り
け
る
百
和
香
を
、
ち
ひ
さ
き
こ
に
い
れ
て
、
せ
う
と
の
棟
政
朝
臣
の
許

に
つ
か
は
し
け
る　
　

選
子
内
親
王

の
り
の
た
め
つ
み
け
る
は
な
を
か
ず
か
ず
に
い
ま
は
こ
の
よ
の
か
た
み
と
ぞ
お
も
ふ

（18） 

石
井
文
夫
・
杉
谷
寿
郎
編
『
大
斎
院
御
集
全
注
釈
』（
和
歌
文
学
注
釈
叢
書
2
、
新
典
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（19） 

久
保
木
哲
夫
『
う
た
と
文
献
学
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
第
Ⅱ
章
・
四
「「
百
和
香
」
小
考
」（
初
出
一
九
八
八
年
）。

（20） 

千
葉
恭
子
「
百
和
香
の
種
類
と
変
遷
│
散
香
・
薫
衣
香
・
薫
物
・
乾
燥
草
花
・
丸
薬
の
側
面
│
」（
香
文
化
録
5
、
二
〇
二
〇
年
五
月
）。

（21） 

萩
谷
朴
『
平
安
朝
歌
合
大
成
（
二
）』（
増
補
新
訂
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
五
年
）。

（22） 

神
津
眞
佐
子
「
百
和
香
歌
合
を
め
ぐ
っ
て
」（
大
阪
青
山
短
大
国
文
9
、
一
九
九
三
年
二
月
）、
伊
井
春
樹
『
物
語
の
展
開
と
和
歌
資
料
』（
風
間
書
房
、

二
〇
〇
三
年
）
第
三
章
・
第
七
節
「
鷹
司
殿
倫
子
百
和
香
歌
合
に
つ
い
て
」（
初
出
一
九
九
三
年
）。
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（23） 

『
平
安
歌
合
集　

下
』（
陽
明
叢
書
国
書
篇
4
、
思
文
閣
、
一
九
七
五
年
）
に
拠
っ
た
。

（24） 
『
夫
木
和
歌
抄
』
に
は
「
永
保
三
年
（
一
〇
八
三
）」
と
あ
る
が
、
倫
子
は
天
喜
元
年
（
一
〇
五
三
）
に
既
に
没
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
は
誤
り
で
、
開

催
は
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（25） 

伊
井
氏
、
注
22
前
掲
。

（26） 

神
津
氏
、
注
22
前
掲
。

（27） 

例
え
ば
『
古
今
集
』
に
は
、「
花
つ
み
よ
り
か
へ
り
け
る
女
ど
も
を
見
て
よ
め
る
」（
春
下
・
一
三
二
・
躬
恒
）、「
人
の
花
つ
み
し
け
る
所
に
ま
か
り
て
」

（
恋
一
・
四
七
九
・
貫
之
）
と
い
う
詞
書
が
あ
り
、
女
性
が
花
摘
み
に
出
掛
け
る
様
子
が
記
さ
れ
る
。
俊
成
『
古
今
問
答
』
は
「
い
に
し
へ
は
花
つ
み

と
て
女
ど
も
な
ど
の
山
野
に
い
で
遊
け
る
な
る
べ
し
」、
毘
沙
門
堂
本
『
古
今
集
註
』
は
「
内
裏
女
房
達
ハ
ナ
ア
ハ
セ
ム
ト
テ
、
花
ヲ
ツ
ム
事
ア
リ
」

と
注
す
る
。
古
代
よ
り
女
性
と
花
摘
み
は
、
結
び
つ
き
や
す
い
傾
向
に
あ
っ
た
。

（28） 

「
塔
廟
」
は
仏
像
を
安
置
し
た
り
、
死
者
を
供
養
し
た
り
す
る
た
め
の
塔
。「
宝
鐸
」
は
寺
院
の
堂
塔
の
四
隅
の
軒
な
ど
に
吊
る
す
、
釣
鐘
の
よ
う
な
形

の
大
型
風
鈴
。
久
保
木
哲
夫
『
伊
勢
大
輔
集
注
釈
』（
私
家
集
注
釈
叢
刊
2
、
貴
重
本
刊
行
会
、
一
九
九
二
年
）
は
、「
こ
こ
は
「
御
堂
」
に
お
け
る
花

摘
み
だ
っ
た
の
で
、
と
っ
さ
の
場
合
の
機
転
に
よ
る
表
現
」
と
注
し
て
い
る
。

（29） 

神
宮
文
庫
本
『
古
歌
抄
』
は
、
冷
泉
家
末
流
の
注
釈
と
さ
れ
る
。『
古
今
伝
受
抜
書
』
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
伏
・
一
〇
二
）。
内
題
に
は
「
古
今

和
哥
切
紙
秘
傳
抜
」
と
あ
る
。
宗
祇
流
の
古
今
伝
授
。

（30） 

佐
々
木
由
美
子
「
後
拾
遺
和
歌
集
研
究
（
三
）
│
百
和
香
│
」（
古
典
と
民
俗
16
、
一
九
八
五
年
十
二
月
）。
神
津
氏
、
注
22
前
掲
。

（31） 

テ
キ
ス
ト
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
『
香
字
抄
（
下
）』（
請
求
記
号
：
ヲ09 00611

）。
続
群
書
類
従
本
と
同
じ
く
、
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
と

文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
の
本
奥
書
を
持
つ
。
引
用
本
文
で
は
、
括
弧
内
に
続
群
書
類
従
本
と
の
異
同
を
示
し
た
。

（32） 

説
話
の
出
典
で
あ
る
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
四
十
一
「
伊
勢
国
飯
高
郡
に
一
の
老
婦
あ
り
」
で
は
、「
そ
の
勤
修
す
る
と
こ
ろ
は
、
常
に
香
を
買
ひ
て
、

郡
中
の
仏
寺
に
供
し
奉
れ
り
。
春
秋
に
至
る
ご
と
に
、
花
を
折
り
て
相
加
へ
」
と
あ
る
（
井
上
光
貞
・
大
曾
根
章
介
校
注
『
往
生
伝　

法
華
験
記
』
日

本
思
想
大
系
7
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）。


